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◆
平
成
30
年
年
頭
挨
拶

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
網
走
商
工
会
議
所
で
は
「
信

頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
を
掲
げ
、
本
年
度

も
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
は
Ｊ
Ｒ
問
題
が
地
域
の
基
盤
を
揺
る

が
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
釧
網
本
線
及
び

石
北
本
線
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
単
独
で
は
維
持
で

き
な
い
路
線
と
さ
れ
、
網
走
市
で
は
路
線
維

持
に
向
け
た
検
討
、
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
を
中
心
と
し
た
検
討
会
議

を
重
ね
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
路
線

の
維
持
に
向
け
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

網
走
商
工
会
議
所
で
は
釧
網
本
線
の
維
持

に
向
け
て
将
来
を
担
う
子
供
達
に
釧
路
ま
で

の
列
車
の
旅
を
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
民
間

で
の
事
業
展
開
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
の
維
持
存
続
に
向
け
て

行
政
と
の
連
携
の
中
で
方
向
性
を
見
い
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
将
来
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
地

域
活
性
化
の
た
め
に
も
地
場
産
業
の
振
興
及

び
新
た
な
産
業
興
し
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
度
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
新
産
業
創
出
へ
の
研
究
や
地
域
の

青
少
年
の
起
業
意
欲
醸
成
に
向
け
て
の
取
り

組
み
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
し
た
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
を
は
じ
め
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
加
速
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
東
京
農
業
大
学
や
昨
年
新
た
に
包
括
連

携
を
締
結
し
た
網
走
信
用
金
庫
な
ど
産
学
官

を
交
え
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
参
り

ま
す
。

商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
会
員
企
業
や
地
域
が

繁
栄
す
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
国
の
経

営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受
け
取
り
組
ん

で
い
る
、
会
員
企
業
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型

支
援
事
業
に
一
層
の
力
を
入
れ
て
参
り
ま

す
。様

々
な
施
策
の
活
用
を
通
じ
今
後
も
「
信

頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
と
し
て
一
層
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
輝

か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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成
を
目
的
と
し
た
「
榎
本
武
揚
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入

試
」（
以
下
、
榎
本
入
試
と
略
称
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
昨
年
度
か
ら
こ
の
榎
本
入
試
の
合
格
者
と

一
般
学
生
か
ら
有
志
を
募
り
、「
榎
本
武
揚
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
塾
」
を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
塾
生
が
自
ら
企
画
・
提
案
し
た
地
域
活
性
化
に

向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
中
央

官
庁
や
大
手
企
業
、
地
元
関
係
者
な
ど
と
の
連
携

の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
今
年
度
は
学
生
が
主
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
も
多
く
展
開
し
て
参

り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
〝
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
大
マ

ル
シ
ェ
〟
で
す
。
学
園
祭
の
収
穫
祭
に
お
い
て
実

施
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
学
生
主
体
で
実
行
委

員
会
を
設
け
、
地
域
関
係
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
る
な
か
で
、
55
団
体
出
店
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
に
む
け
た
人
材
育
成
は
、

昨
年
同
様
、
学
生
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
網
走
市

と
の
共
催
で
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
開

発
・
新
事
業
創
出
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し

た
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
も
の
づ
く
り
・
ビ
ジ
ネ
ス
地
域

創
成
塾
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
第
8
期
生
と
し
て
5
名
の
方
が
受
講

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
第
１
〜
7
期
の
修
了
生

121
名
に
5
名
を
加
え
た
126
名
の
修
了
生
を
輩
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
地
域
活
性
化
を
担
う
、
ロ
ー
カ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
支
援
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

本
学
部
で
は
〝
産
学
官
金
言
労
〟
連
携
を
強
化
し
、

地
域
間
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
首
都
圏
の
大
手

企
業
等
と
も
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。
特
に

今
年
度
は
登
別
市
、
北
見
市
や
化
粧
品
会
社
の

ジ
ャ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
等
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
地
方
創
生
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
商
工
会
議
所
と
も
連
携
し
、
協

定
団
体
と
の
交
流
会
を
開
催
し
て
、
地
方
創
生
に

向
け
た
課
題
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
次
年
度
は
「
地
方
創
生
会
議
」
を
再

び
開
催
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
を
地
方
創
生
の
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
・
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
は
創
設
30
周
年
を
迎
え
る

来
年
4
月
か
ら
新
た
な
学
部
・
学
科
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
に
お
け
る
大
学

と
し
て
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

　

変
更
さ
れ
る
の
は
、
生
物
生
産
学
科
が
北
方
圏

農
学
科
に
、
ア
ク
ア
バ
イ
オ
学
科
が
海
洋
水
産
学

科
に
、
食
品
香
粧
学
科
が
食
香
粧
化
学
科
に
、
地

域
産
業
経
営
学
科
が
自
然
資
源
経
営
学
科
に
そ
れ

ぞ
れ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ど
の
学
科
に
も
共
通

す
る
の
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
大
自
然
と
フ
ィ
ー
ル

ド
が
基
盤
で
あ
る
こ
と
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
研
究

を
進
め
る
た
め
に
、
ど
の
学
科
も
全
国
に
一
つ
し

か
な
い
研
究
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
支

援
体
制
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
今
年
の
学
部
設
立

30
周
年
に
向
け
て
商
工
会
議
所
と
も
共
に
歩
み

地
域
に

お
け
る

大
学
と

し
て
の

魅
力
を

最
大
限

に
発
揮

で
き
る

よ
う
務

め
て
い

き
た
い

所
存
で

す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
は
、
１
９
８
９

年
の
開
校
以
来
、
こ
れ
ま
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
主
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
エ
コ
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
生
物
産
業
の
活
性
化
に
む
け

て
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
国
内
外
で
も
類
を
見

な
い
特
色
あ
る
研
究
・
教
育
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　

世
間
一
般
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
本
学
は
か
つ
て
戊
辰
戦
争
・
箱
館
戦
争
で
戦

い
、
そ
の
後
、
明
治
新
政
府
の
数
々
の
大
臣
を
歴

任
し
た
榎
本
武
揚
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
大
学
で
す
。

　

国
際
法
等
あ
ら
ゆ
る
近
代
科
学
に
精
通
し
て
い

た
能
力
を
新
政
府
に
か
わ
れ
、
近
代
日
本
の
礎
を

築
い
て
き
た
榎
本
の
志
や
視
点
は
、
地
方
創
生
が

問
わ
れ
て
い
る
昨
今
に
お
い
て
学
べ
き
点
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
そ
の
榎
本
先
生
が
樹
立

し
た
〝
蝦
夷
共
和
国
〟
150
周
年
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
記
念
し
、
去
年
12
月
に
拙
著
『
榎
本

武
揚
と
明
治
維
新
』（
岩
波
書
店
）
を
上
梓
し
ま

し
た
。

　

本
生
物
産
業
学
部
で
は
こ
の
榎
本
の
志
、
特
に

北
海
道
に
農
業
を
中
心
と
し
た
新
産
業
を
創
出
し

日
本
近
代
化
に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
想
い
を
継
承

し
、
6
次
産
業
化
を
ベ
ー
ス
と
し
た
地
域
密
着
型

の
教
育
・
研
究
を
展
開
す
べ
く
、
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
昨
年
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
無
い
新

た
な
入
試
制
度
と
し
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
育

生物産業学部  学部長
黒 瀧  秀 久  教授

 
輝く 東京農業大学　　　
　北海道オホーツクキャンパス

••••••••••••••••••••••••

東農大収穫祭の様子

新年号特別企画
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• 地域の持つ本質的な豊かさ創造性にスポットを当てる。
•外からの移住者が定着して新たなコミュニティとして活性化する。

分野・研究室名
●ネイチャーマネジメント・ツーリズム分野（ワイルドライフマネジメント・ツーリズム研究室）
●地域産業経営分野（地域企業経営研究室、生物産業ビジネス研究室）
●新市場創出分野（流通・マーケティング研究室、６次産業化研究室）

自然資源経営学科 地域に根ざして個性を磨き、地域社会の再生に挑む

• 北海道の自然素材を活かした食香粧品でトータルビューティーをプロデュース。
•積極的な学生には特別なプログラム食香粧プロジェクトチーム。

分野・研究室名
●機能解析分野（生物資源化学研究室）
●加工開発分野（食の化学研究室、香りの化学研究室、化粧の化学研究室）

食香粧化学科 食品と香料・化粧品の機能性研究から開発・加工まで

• アザラシによる漁業被害を防ぐ共生の在り方を模索する。
•人とアザラシの関係性を深めて漁業を守り、生態系を守りながら有効利用する。

分野・研究室名
●水圏共生分野（海洋生物学研究室、水圏生態学研究室）
●水圏フードシステム分野（水圏生産科学研究室、水産増殖学研究室）

海洋水産学科 生物資源豊かなオホーツクで学ぶ 水圏のサイエンス

• 天然資源の動・植物の生産活用と生態系保全の両軸で解決策を模索する。
•モデル動物を活用し、家畜などの生産形質の改善に貢献する。

分野・研究室名
●植物生産分野（作物生産管理学研究室、植物生産科学研究室）
●動物生産分野（家畜生産管理学研究室、動物資源開発学研究室）
●フィールド生物資源保全分野（生態系保全学研究室）

北方圏農学科 絶好の環境で生物生産、環境を科学する

各学科の取り組み内容と各研究室をご紹介します！

2018年４月（本年）学科が変わります
旧 　　　　 　　 新

生 物 生 産 学 科　▶▶▶　北 方 圏 農 学 科
ア ク ア バ イ オ 学 科　▶▶▶　海 洋 水 産 学 科
食 品 香 粧 学 科　▶▶▶　食 香 粧 化 学 科
地 域 産 業 経 営 学 科　▶▶▶　自 然 資 源 経 営 学 科

「進化」に挑む　東京農業大学生物産業学部
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議　員
三 枝 敏 昭

㈱サエグサ
代表取締役会長

議　員
石 川 信 弘

㈱石川建設
代表取締役

議　員
土　屋　善治郎

土屋工業㈱
取締役社長

議　員
佐々木　英　之

㈱網走広報社
代表取締役社長

議　員
兼 子 嘉 夫

㈱兼　子
代表取締役

監　事
川 瀬 敏 朗

弁護士法人オホーツク北斗
代表社員

監　事
小野寺　寛　幸

網走信用金庫
常勤理事

監　事
石　倉　輝一郎

石倉輝一郎税理士事務所
所　長

常議員
泉 　 邦 理

㈱北洋銀行網走支店
支店長

常議員
大 谷 義 則

㈲大谷蒲鉾店
代表取締役

常議員
倉 　 信 一 郎

倉繁醸造㈱
取締役社長

常議員
小 玉 　 晃

㈲小玉建設
代表取締役社長

常議員
水 谷 彰 宏

㈱北海道銀行網走支店
支店長

常議員
山 本 昌 廣

山本電子工業㈱
代表取締役

常議員
高 田 　 巧

㈱高田メンテナンス
代表取締役

常議員
千 坂 壽 一

北見食品工業㈱
代表取締役専務

常議員
前 元 政 芳

ダスキン網走㈲オオニシ
代表取締役

常議員
笈 田 壽 一

㈱大東建設
代表取締役

常議員
鈴 木 秀 幸

㈲ジアス
代表取締役

常議員
轉 石 洋 輔

㈱カネカク轉石
代表取締役社長

常議員
根 田 俊 昭

㈱マルキチ
代表取締役社長

常議員
本 間 弘 哉

㈱木下鉄工所
代表取締役

常議員
松 本 裕 司

㈱松本サッシ
代表取締役

常議員
加 城 祐 史

オホーツク警備保障㈱
代表取締役

常議員
伊 藤 　 悟

千里堂㈱
取締役会長

常議員
大 庭 春 男

㈱大成印刷
代表取締役会長

常議員
木 村 禎 夫

㈲木村写真舘
代表取締役

常議員
松 田 和 夫

松田久太郎畳店
事業主

専務理事
尾 崎 行 雄

網走商工会議所
専務理事

副会頭
寺 中 賢 武

寺中建設㈱
代表取締役社長

副会頭
嘉多山　知　宏

㈱嘉多山カルシウム工社
取締役社長

副会頭
鷲 田 剛 秀

網走交通㈱
代表取締役社長

副会頭
田 中 勝 則

㈱タナカ
代表取締役

会　頭
北 村 讓 二

㈱北村鉄工所
代表取締役

◆網走商工会議所役員議員のご紹介

賀 正
２０１８

今年もよろしく
お願い申し上げます
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議　員
宮 川 　 穣

同和食品㈱
専務取締役

議　員
添 田 　 伸

㈲ソエダ塗装工業
代表取締役

議　員
石 川 玲 司

税理士法人みらいパートナーズ会計
監査部長

議　員
早 水 　 誠

㈱早 水 組
代表取締役社長

議　員
小 堀 　 剛

㈲道　　環
代表取締役

議　員
益 村 公 人

益村測量設計㈱
代表取締役社長

議　員
飛 澤 隆 洋

㈱飛澤金属工業
代表取締役社長

議　員
井 戸 雅 規

㈱井戸商店
代表取締役

議　員
前 田 敏 行

㈱高田太郎商店
代表取締役

議　員
小　澤　友基隆

網走バス㈱
代表取締役社長

議　員
林 　 和 子

㈱林屋 網走セントラルホテル
代表取締役社長

議　員
杉 本 匡 規

㈱スギセン
取締役社長

議　員
中 山 寿 恵

網走工業㈱
代表取締役

議　員
中 村 浩 一

㈱デンソー網走テストセンター
取締役

議　員
浅 利 順 愛

㈱網走湖荘
専務取締役

議　員
佐　古　桂尉次

㈱夏見建設
代表取締役

議　員
藤 原 孝 一

㈲藤原工産
代表取締役

議　員
池 端 愼 司

池端工業㈱
代表取締役

議　員
田 中 雄 一

網走中央商店街振興組合
理事長

議　員
本 田 俊 之

本田菓子舗
事業主

議　員
新 谷 光 一

㈱新谷商店
代表取締役社長

議　員
小 島 隆 義

㈱クリーンスター
代表取締役

議　員
鴻 巣 直 樹

㈱三　　光
代表取締役社長

議　員
山 崎 　 聡

㈱北斗建設
代表取締役

議　員
船 木 久 美

㈱ダイハツ販売網走
代表取締役

議　員
千 葉 　 修

医療法人社団 青沼医院
常務理事・事務長

議　員
古 谷 重 雄

㈱ムラコシ
代表取締役社長

議　員
中 村 　 信

㈱そうけん
代表取締役会長

議　員
小 岩 吉 夫

㈱日専連オホーツク網走
代表取締役

議　員
松 下 伸 次

㈲能取湖荘
代表取締役

議　員
中 山 寿 一

㈱写真工芸社
代表取締役社長

議　員
塩 川 顕 児

塩川建設㈱
代表取締役

議　員
丸 田 　 朗

㈱丸 田 組
常務取締役

議　員
松 尾 富 彦

松尾鉄工㈱
代表取締役

議　員
松 木 一 則

㈲松木商店
代表取締役
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「
強
い
意
志
を
も
つ
人
財
が 

  

導
く
魅
力
と
誇
り
溢
れ
る 

  

北
海
道
の
創
造
」

ア
を
視
野
に
入
れ
た
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

経
済
圏
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
さ

ら
に
高
規
格
道
路
の
延
伸
を
含
め
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
全
国
全
道
の
運
動

展
開
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
考
え
で

す
。

　

様
々
な
運
動
を
進
め
て
い
く
上
で
私

が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
意
志
」
と

い
う
２
文
字
で
す
。
２
０
１
５
年
の
網

走
青
年
会
議
所
理
事
長
就
任
時
の
所
信

に
も
、
こ
の
度
の
会
長
就
任
時
の
所
信

に
も
、
祖
父
か
ら
頂
い
た

「
意
志
の
あ
る
処
に
必
ず
道

は
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
書

き
込
み
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
に
網
走
青
年
会
議
所
の
門

を
叩
い
て
以
来
、
強
い
意
志

を
も
っ
て
自
ら
の
道
を
切
り

拓
い
て
い
く
先
輩
に
数
多
く

出
会
い
ま
し
た
。
強
い
意
志

を
も
っ
て
自
ら
を
成
長
さ
せ

て
い
く
仲
間
た
ち
に
も
出
会

い
ま
し
た
。
意
志
が
持
つ
力

が
人
を
変
え
、ま
ち
を
変
え
、

歴
史
を
動
か
し
て
い
く
、
そ

ん
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
直
面
す
る
我

が
国
に
お
い
て
、
特
に
地
域

社
会
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話

界
を
舞
台
に
頑
張
り
抜
こ
う
と
改
め
て

決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
海
道
内
に
は
網
走
を
含
め
47
の
地

域
に
青
年
会
議
所
が
あ
り
、「
明
る
い

豊
か
な
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
20

歳
〜
40
歳
の
青
年
経
済
人
約
１
４
０
０

人
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

と
ひ
と
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
１
８
年
、「
強
い
意
志
を

も
つ
人
財
が
導
く　

魅
力
と
誇
り
溢
れ

る
北
海
道
の
創
造
」
を
基
本
方
針
に
掲

げ
、
全
道
各
地
の
仲
間
と
運
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
物
流

網
の
再
編
強
化
や
防
災
対
策
の
充
実
を

軸
と
し
た
北
海
道
か
ら
の
国
土
強
靭

化
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
地
方
創
生
、
世
界
中
か

ら
来
訪
客
を
引
き
寄
せ
る
北
海
道
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
、
自
己
肯
定
感
と
他
を
慮

る
道
徳
心
を
備
え
た
子
ど
も
を
育
て
る

教
育
再
生
、
北
方
領
土
問
題
解
決
に
向

け
た
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
憲
法
を
め

ぐ
る
議
論
に
対
し
て
の
意
識
喚
起
、
青

年
会
議
所
運
動
の
大
前
提
と
な
る
会
員

拡
大
を
通
じ
て
、
魅
力
と
誇
り
溢
れ
る

北
海
道
を
創
造
す
る
所
存
で
す
。ま
た
、

私
の
故
郷
・
網
走
で
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
釧

路
空
港
就
航
決
定
で
活
気
づ
く
東
北
海

道
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
に
よ
る
観
光

振
興
の
ほ
か
、
サ
ハ
リ
ン
や
極
東
ロ
シ

　　　　　　　　　　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

網
走
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、平
素
は
青
年
会
議
所
の

各
種
運
動
に
対
し
て
特
段
の
ご
高
配
を

賜
り
、改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
度
、
全
国
全
道
の

青
年
会
議
所
会
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂

き
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

北
海
道
地
区
協
議
会
２
０
１
８
年
度
会

長
の
職
を
お
預
か
り
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
網
走
青
年
会
議
所
か
ら
地
区

協
議
会
会
長
へ
の
出
向
は
故
・
大
林
宏

文
先
輩
以
来
48
年
ぶ
り
で
あ
り
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
網
走
の
看
板
を

背
負
っ
て
北
海
道
、
日
本
、
そ
し
て
世

題
が
多
い
で
す
が
、
全
国
全
道
で
活
躍

す
る
仲
間
の
姿
を
見
て
い
る
と
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
生
き
抜
こ
う
と

す
る
青
年
経
済
人
の
逞
し
さ
を
実
感
し

ま
す
。
網
走
に
も
時
代
を
切
り
拓
く
青

年
経
済
人
の
学
び
舎
と
し
て
網
走
青
年

会
議
所
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
８
年
度

も
た
く
さ
ん
の
仲
間
に
出
会
え
る
こ
と

に
期
待
し
な
が
ら
、
自
ら
の
担
い
を
全

う
す
べ
く
全
身
全
霊
を
か
け
て
挑
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

公益社団法人 日本青年会議所
北海道地区協議会
2018 年度 会長

中
なか

村
むら

　圭
けい

 さん
㈱そうけん 代表取締役社長

次 代 を 拓 く 【ごあいさつ】

北海道JCフォーラム2017
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希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
４
月
、
網
走
商

工
会
議
所
青
年
部
第
13

代
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
山
﨑
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
青
年
経
済
人
と
し
て
資
質

の
向
上
と
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、

企
業
の
発
展
と
豊
か
な
地
域
経
済
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
に
日
ご
ろ
か
ら
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
今
年
で
設
立
25
年

目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

私
共
は
経
済
人
と
し
て
今
年
度
、「
未

来
創
造
」
〜
新
た
な
歩
み
に
向
っ
て
行
動

の
時
〜
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
環
境
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
５
年
先
、
10
年
先
を
見

据
え
、
輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
地
域

が
よ
り
良
く
な
る
こ
と
を
会
員
一
丸
と

な
っ
て
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
当
会
会
員
一
人
一
人

が
、
経
済
人
と
し
て
の
実
力
を
つ
け
、
地

域
の
振
興
の
一
翼
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う

努
力
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り

ま
す
が
、
本
年

が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
実
り
あ

る
１
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

網走商工会議所　青年部 会 長　山
やま

 﨑
ざき

  公
きみ

 也
や

【山崎石油㈱】
年頭の挨拶

　

平
成
30
年
と
い
う
輝
か

し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
4
月
よ
り
女
性
会

会
長
を
努
め
て
お
り
ま
す
田
中
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
頃
か
ら
関
係
す
る
皆
様
よ
り
当
会
活

動
に
格
別
な
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

女
性
会
は
、
経
営
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
づ

く
り
と
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
と
創
造
力

を
活
か
し
地
域
の
活
性
に
向
け
て
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、
普
段
職
場
に
お
い

て
係
る
こ
と
の
な
い
方
々
と
女
性
会
の
活

動
機
会
の
中
で
有
意
義
に
交
流
が
深
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
会
の
一
人
と
し
ま

し
て
も
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
当
会
の
年
度
内
活
動
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
会
も
発

足
し
て
間
も
な
く
20
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
先
の
将
来
、
私
た
ち
が
住
む
ま
ち

「
網
走
」が
、
輝
き
溢
れ
る
素
敵
な
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
願
い
、
商
工
会
議
所
事
業

の
一
翼
を
担
う
組
織
と
し
て
地
域
に
役
立

て
る
団
体
で
あ
る
よ
う
、
自
己
研
鑽
に
励

で
参
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、

皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
繁

栄
を
お
祈
り
し

ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。

網走商工会議所　女性会 会 長　田
た

 中
なか

  美
み

紀
き

子
こ

 【㈱タナカ】
年頭の挨拶

◆　５日（金）	 平成30年市民新年交例会
　　　〃	 一般社団法人網走青年会議所2018年度新年交礼会
　　　〃	 平成30年網走地区消防組合	網走消防団消防出初式
◆　９日（火）	 東京農業大学生物産業学部賀詞交歓会
◆１０日（水）	 網走商工会議所議員会通常総会
　　　〃	 網走商工会議所新年交礼会
◆１１日（木）	 第５３回あばしりオホーツク流氷まつり「制作団体連絡会議」
◆１５日（月）	 女満別空港ビル㈱第１１８回取締役会
◆１６日（火）	 あばしりかわまちづくり検討会
◆１８日（木）	 公益社団法人	網走法人会女性部会新年会
◆１９日（金）	 網走地区税務指導協議会
◆２２日（月）	 網走美容協会新年会
　　　〃	 網走商工会議所青年部１月例会
◆２３日（火）	 網走らいらっく会新年会
◆２４日（水）	 地域青少年への起業意識醸成事業
　　　〃	 税務指導所事務連絡会議
◆３０日（火）	 平成２９年度	第３回経営指導員連絡協議会
　　　〃	 北見方面安全運転管理者協会役員会・新年交礼会
　　　〃	 全道間税会会長会議
　　　〃	 公益社団法人網走地方法人会青年部会新年会
◆31日（水）	 網走商工会議所女性会例会

網
走
商
工
会
議
所
１
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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老舗 会員事業所紹介

の
シ
ロ
ウ
ト
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
現

在
も
地
産
地
消
に
貢
献
し
、
地
元
の
食

材
を
使
用
し
て
新
製
品
を
作
る
程
の
腕

の
持
主
。「
先
代
が
亡
く
な
っ
た
時
、

義
母
が
お
店
を
守
っ
て
き
た
よ
う
に
、

自
分
の
子
ど
も
達
が
継
ぐ
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
こ
の
道
一
本
で
人
生
を
乗
り

切
っ
て
き
た
自
信
を
胸
に
、
代
々
引
き

継
が
れ
て
き
た
技
術
で
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
お
菓
子
づ
く
り
を
１
世
紀

を
目
標
に
体
が
動
く
限
り
続
け
て
い
き

た
い
」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

装
。

　

お
店
は
客
足
も
絶
え
る
こ
と
な
く
夕

方
を
待
た
ず
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
大
繁
盛
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
、
２
代
目
の
泰
宏
氏
が
死

去
。
泰
宏
氏
の
妻
で
３
代
目
で
あ
る
恵

美
子
氏
が
引
継
ぎ
に
つ
い
て
悩
ん
だ
結

果
、
義
母
や
義
姉
達
が
守
っ
て
き
た
お

店
を
畳
み
た
く
な
い
と
考
え
先
代
か
ら

の
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
お
菓
子
の
製
造

販
売
を
継
続
す
る
こ
と
な
る
。

　

し
か
し
、
恵
美
子
氏
は
、
元
々
帯
広

千
秋
庵
の
工
場
で
洋
菓
子
作
り
を
担
当

し
た
プ
ロ
の
職
人
。
２
代
目
と
縁
が

あ
っ
て
網
走
に
嫁
い
で
き
た
が
、
全
く

す
る
中
、
千
秋
庵
だ
け
24
時
間
開
い
て

い
る
と
言
わ
れ
る
程
、
忙
し
い
時
期
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

戦
後
の
昭
和
22
年
に
こ
れ
か
ら
と

思
っ
た
矢
先
、
先
代
が
46
歳
で
死
去
。

そ
の
時
、
２
代
目
と
な
る
長
男
の
泰
宏

氏
は
、
ま
だ
４
才
で
あ
っ
た
た
め
５
人

の
子
供
達
を
抱
え
た
先
代
の
妻
は
難
と

忍
従
の
年
月
で
あ
っ
た
そ
う
。

　

泰
宏
氏
が
高
校
卒
業
後
、
父
の
後
を

継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
、帯
広
千
秋
庵（
現

在
の
六
花
亭
）に
弟
子
入
り
。
十
年
後
、

網
走
に
帰
郷
。
先
代
が
販
売
し
て
い
た

和
菓
子
以
外
に
修
業
先
で
習
得
し
た
洋

菓
子
も
商
品
に
加
え
再
び
お
店
が
再
起

動
す
る
。

　

先
代
が
死
去
さ
れ
た
後
の
歳
月
は
、

奥
様
が
店
を
閉
め
る
こ
と
な
く
、
計
り

菓
子
を
売
る
な
ど
し
て
、
長
男
が
帰
郷

す
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
お
店
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。

　

先
代
が
残
し
て
く
れ
た
店
を
母
や
姉

達
が
死
に
も
の
狂
い
で
守
っ
て
き
て
く

れ
た
お
店
を
昭
和
45
年
に
近
代
的
に
改

　

昭
和
４
年（
一
九
二
九
年
）先
代
の
藤

田
泰
一
氏
が
、
十
勝
の
実
家
か
ら
、
お

菓
子
づ
く
り
を
目
指
し
、
千
秋
庵
の
宗

家
で
あ
る
函
館
千
秋
庵
に
弟
子
入
り
。

　

そ
の
後
、一
人
前
と
認
め
ら
れ
、ま
だ

千
秋
庵
の
店
舗
が
な
い
網
走
に
暖
簾
分

け
と
し
て
出
店
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。

　

網
走
に
き
て
２
年
後
、
現
在
地
に
お

店
を
移
転
し
、
現
在
の
場
所
に
至
る
。

　

当
時
、
市
内
の
西
１
丁
目
～
３
丁
目

ま
で
の
両
側
は
、
豪
壮
な
遊
郭
が
ズ
ラ

リ
と
軒
並
ぶ
網
走
一
の
歓
楽
街
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

不
夜
城
と
言
わ
れ
る
立
地
に
お
店
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
遊
郭
か
ら
夜
中
で

も
朝
方
で
も
時
間
に
関
係
な
く
注
文
が

入
り
、
夜
12
時
に
周
り
の
店
舗
が
閉
店

  （
創
業
89
年
）
伝
統
を
継
承
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

　
お
店
づ
く
り
を
目
指
す
！　

網
走
千
秋
庵

網走千秋庵
事業主

藤
ふじ

田
た

 恵
え

美
み

子
こ

 氏



 吉永小百合 北の桜
さくら

守
もり

 

【出 　 演】	 吉永	小百合　 	堺　雅人　 	篠原　涼子
	 岸部　一德　　阿部　寛　　佐藤　浩市　ほか
【監　　　督】	 滝田　洋二郎
【撮影期間】	 ２０１７年２月１６日～２０１８年７月１２日
【撮影場所】	 北海道網走市、稚内市、せたな町、東映東京撮影所　等
【主 題 歌】	「花、闌

たけなわ

の時」作詞･作曲 小椋　佳　 編曲 星　勝

　『北の零年』（05）、『北のカナリアたち』（12）に続き、雄大な北海道を舞台に壮大なスケールで人間模様
を描く“北の三部作”。日本映画史と共に走り続ける、唯一無二の映画女優・吉永小百合は、節目となる
120本目の出演映画に、“北の三部作”最終章となる『北の桜守』を熱望した。
　『動乱』（80）、『霧の子午線』（96）など、数々の傑作を生んだ北の大地で、北海道命名150年を迎える2018年、
新たな一大巨編が誕生します。
　本作は2017年2月16日、極寒の網走市にてクランクイン。
7日間のロケーション撮影期間で流氷シーンなどを撮り終えた。
　終戦から70年以上の歳月が過ぎ、昭和の記憶が薄れつつある昨今。戦後の北海道で、悲惨な過去を背負
い波濤を凌いで生き抜く母子の姿を通して、激動の時代に思いを馳せる…
　今春、桜が花開く季節に、必見の超大作が公開されます！
　失われた記憶へ向かう親子の旅の果てに…衝撃の結末。
　監督は『おくりびと』（08）で米国アカデミー賞外国映画賞を受章した日本が世界に誇る巨匠・滝田洋二郎。

３/10（土）
全国公開!!

10

激動の時代を懸命に生き抜いた親子の物語

映画女優・吉永小百合と世界に誇る映画監督巨匠・滝田洋二郎　初コラボ
　今回、初タッグとなる滝田洋二郎監督と主演の吉永小百合は、網走とサハリン（旧樺太）のシナハンに
同行するなど、撮影前から十分にコミュニケーションを図って、撮影に臨んだ。滝田監督について、吉永
は「とても明るく、笑いの絶えない方なので、思い切って演技ができる」と信頼を寄せる。滝田監督も
「吉永さんらしい表情を撮ることができました。もっといろんな顔を撮ってみたいと思いました、最後まで
吉永さんと一緒に、映画に夢中になれたという感じです」と良好なコンビネーションを語った。



ロ ケ ー シ ョ ン・網 走
クランクインは 2017年２月16日 網走から

能 取 岬 付 近
　父・徳次郎終焉の地から持ち帰ったとされる石を、生存を信じて待つ
てつたちが海へ投げ捨てるシーン。
そしててつが青年となった修二郎に独立するよう言い渡す印象的な２
シーンが撮影された。
現場は流氷が一面に広がる海から吹き上げる風と、凍てつく寒さとの戦
いであった。

大 曲 湖 畔 園 地
　てつと修二郎が吹雪の中のソリで闇米を運ぶシーンを撮影。
約３０㎏もあるソリを引くため吉永は、事前に筋力トレーニングを行っ
て実際の撮影に挑んだ。
　また、カットがかかる度に子役の顔にかかった雪を払ってあげるなど、
幼い出演者を気づかう様子が見られた。

　太平洋戦争下の1945年、樺太。西海岸の恵
え

須
す

取
とる

で大きな製材所を営む江
え

蓮
づれ

家の庭に蓮家てつ（吉永小百合）の
大事にしていた桜が花開いた。夫の徳次郎（阿部　寛）が本土から持ち込んだ桜の種を、てつが育て上げたのだ。
いつかこの地で満開の桜を見上げる日を夢見るてつたちだったが、この年の８月にソ連軍が南樺太へ侵攻。てつ
と息子たちも、決死の思いで北海道への脱出を図る。「満月の日、4人揃ってきれいな桜を見よう」―出征した夫
との、たったひとつの約束を胸に抱いて。
　命からがらたどり着いた北海道・網走で母子を待っていたのは、食べるものも着るものもままならない極貧と、
意識を失うほどの過酷な寒さだった。てつはそんな生活から息子を守るため、闇米屋の菅原（佐藤浩市）から危
険を伴う運び手の仕事を引き受け、糊口をしのいだ。やがて樺太時代からの友人・山岡（岸部一徳）にも助けら
れながら、てつは引き揚げ者住宅ではじめた食堂でおにぎりなどを出し、生計を立てるようになる。
　時は流れて1971年、札幌。成長したてつの次男・修二郎（堺　雅人）は、妻の真理（篠原涼子）を連れてアメ
リカから帰国。ホットドックストア・ミネソタ24の日本社長として、札幌での日本国内初出店の準備に追われて
いた。そんな中、修二郎は15年ぶりに網走に独りで暮らすてつを訪ねる。
　再会したてつの、年老いて少しおかしい様子に不安を抱き、いきおい自宅へ引き取ることを決めた修二郎。し
かし日本初出店という大きな責務を担う彼は、このチャンスを掴んで母の苦労へ報いたいと願う一方で、老いた
母の面倒を見るために仕事も中断せざる得ないというジレンマにいらだちはじめる。真理も、突然の義理の母と
の同居に戸惑いを隠せずにいた。修二郎のためを思ってすることすべてが息子の邪魔をしてしまうと自責の念に
かられたてつは、ある朝、忽然と姿を消す。何不自由ない生活を手に入れた息子に迷惑をかけたくないと思い、
ひとり網走へ帰ろうとしたのだ。そんな母に抗いがたい思慕の念を抱く修二郎は、てつと共に母子の思い出をた
どる旅に出る修二郎に寄り添われて、懐かしい思い出の地をめぐるうち、てつは失われた家族の記憶を取り戻し
ていく。
　やがて旅路の果て、サハリンを臨む日本最北端の海で、想像を絶する結末が待ち受けていた。

物      語（story）

Ⓒ 2018『北の桜守』制作委員会

網走市内で行われたメイキングシーン総集編

11
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　『第53回あばしりオホーツク流氷まつり』は、平成30年２月10日（土）～12日（月・祝）までの３日間、
網走商港埠頭	特設会場を舞台に開催致します。
　皆様のご支援ご協力のおかげで、これまで続けてくることができた『流氷まつり』ですが、先人たちが
繋いできたこのバトンを次世代に繋げるためにも是非、雪像制作にご協力願います！

制 作 期 間	 平成３０年１月１９日（金）～２月８日（木）まで
制 作 場 所 網走商港埠頭会場
制 作 人 数 人数に制限はございません
制 作 道 具 制作に必要な道具等は実行委員会で用意いたします。
 但し、スコップなど、各自で用意できるものについては
 ご協力願います。
記  念  品 参加団体には、記念品が配られます。
休  憩  所 会場に用意してあります。
申 込 締 切 平成３０年１月１０日（水）
取 組 概 要 中規模の雪像を制作する場合、一般的に２～５名で１週間程度あれば制作可能です。
 １人でも期間内であれば制作可能です。

第53回あばしりオホーツク流氷まつり　雪像制作ボランティアを大募集！

　　　　　　　　　　あばしりオホーツク流氷まつり実行委員会　制作部会　事務局　大西まで
　　　　　　　　　　網走商工会議所内　TEL（0152）43 ｰ 3031　FAX（0152）43 ｰ 6615
　　　　　　　　　　Email：ryuhyo.matsuri@gmail.com
お問い合わせ

　「札幌商工会議所附属専門学校」（ＣＡ）は、札幌商工会議所がビジネ
ス系の附属専門学校として昭和30年に開校し、今年で63年目を迎えます。
　非営利団体である商工会議所が直接運営する学校のため、経済的負担
が少ない学費設定とされており、授業内容も実践な簿記や情報処理、販売
士など、資格取得や即戦力として対応できる人材を育成しています。
　また、経営者または従業員皆様のご子弟が入学される場合は、当所
の推薦により入学金（10万円）並びに選考料（１万５千円）が免除と
なります。
是非、この機会にご活用下さい！
★札幌商工会議所（http://www.sapporo-cci.or.jp）
　※詳細、お問合せは当所（☎︎４３－３０３１）

会員企業の皆様へ　札幌商工会議所附属専門学校のご案内！ ミニドック検診
のお知らせ

事業主や従業員の皆様の健康管理
に是非お役立て下さい！

● 日　時 ●
２月１６日（金）～１８日（日）

● 会　場 ●
網走市保健センター
（網走市北３条西４丁目）

  ※ミニドック検診の詳細については、
　 同封の案内文書をご覧ください！

迎
春

備えは万全ですか？総合火災共済に加入して安心な毎日を！
 火災、落雷、破裂、爆発、風災・雪災・ひょう災
 　　物体の落下・飛来・衝突、水ぬれ、騒じょう、盗難、火災

みなさまのニーズに合わせて大切な財産をしっかりお守りいたします。

Tel. 0152-43-3031

お申し込み・お問い合わせ

網 走 商 工 会 議 所 〒060-0001　　札幌市中央区北1条西7丁目　　プレスト1・7
Tel 011ｰ231ｰ1322　（受付時間　平日　9：00〜17：00）

http://www.liac.co.jp/kasaikyosai/

年末・年始　当所業務のご案内！
12月30日（土）〜１月８日（月・祝）まで閉所とさせていただきます！

１月９日（火）より通常業務となります。


